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平 成 ２ ３ 年  三 重 県 内 の 労 働 災 害 発 生 状 況 

～交通労働災害を除いた死傷者数は前年とほぼ同数～ 
 
 
 平成 23年における三重県内の発生状況の概要は以下のとおりです。 
 
1. 死亡者数は１６人と過去最少（平成２２年の３１人と比較して１５人減少） 
 但し、平成２４年３月末日現在の死亡者数は７人となっています（前年同

期比：２人増）。 
 
2. 休業４日以上の死傷者数の合計は、２，２５７人（平成２２年は２，３１３
人） 
 過去最少であった平成２１年（２，２４３人）と比較すると、平成２３年

の発生件数は１４人増です。 
 また、「交通労働災害」（平成２３年は１６４人、平成２２年は２２１人）

を除くと、平成２２年とほぼ同数となっています（平成２３年は２，０９３

人、平成２２年は２，０９２人）。 
 

3. 災害が多く発生している業種は、「製造業」「建設業」「運輸交通・貨物取扱
業」「商業」「保健衛生業」 
 特に、建設業と保健衛生業では、前年と比較して災害が増加しています。 
 

4. その他 
 前年と比較して災害が増加した保健衛生業については、「転倒」「無理な動

作・動作の反動」が全体の３分の１を占めています。 
 建設業については、「墜落・転落」が全体の３分の１を占めています。 

 
 



 
 

 
 
 
 



 
 

 

 



 



 


